



Apple Lore in The Eng1ish and Scottish Popular Ballads 
-through KWIC Concordance
Kiyoko Inoue
　チャイルド（Francis　James　Child，1825－96）
が19世紀末に出版したバラッド集（Tlie　English
and　Scottish　Poρular　Ballads，1882－98）＊は、イ
ングランド並びにスコットランドの伝承のバラ
ッド305編に関して、当時として入手可能な限
りの版（version）を収集・編集のうえ、活字化
したものである。併せてチャイルドは、掲載し
たバラッド各々に詳細な解説を付し、更に、版
相互についても詳細な校合を行っている。
　チャイルドの出版は、20世紀前半を通して高
く評価され、英語圏におけるバラッド研究の基
礎となった。しかし今日それは、フィールドワ
ークによるロ承からのバラッド収集が皆無に近
く、稿本、印刷本、ブロードサイド・バラッド
からの収集が主であること、従って本来「物語
歌謡」であるバラッドに、不可欠とも思われる
旋律の掲載が殆ど行われていないことなどを指
摘されるに至っている。
　そのような批判がなされてはいるものの、チ
ャイルドが行った集大成によって、イングラン
ド並びにスコットランドに伝わるバラッドが、
そこに混在する民俗（folklore）とともに現在に
まで保存された意義は、やはり大きいものがあ
ると言える。
　チャイルドのバラッド集に掲載されたバラッ
ドや、それらにまつわる民俗に関しては、これ
まで多様な観点から研究が行われてきた。しか
し、バラッド自体の研究はさて置き、それらを
越えて内在する民俗については、検討すべき版
が膨大であり、多大の努力を要したように思わ
れる。その意味において、近年完成され電子情
報として公開されたコンコーダンス（Key　VVord
乃zContext　Concordance’o　Ft’ancis　Jo〃1es　Child’s
The　English　and　Scottish　Popular　Ballads［1882
－1898］、以下「コンコーダンス」と略記）1の
利用価値は高く評価されるべきであろう。そし
てそれは今後、チャイルドのバラッド集研究に、
新たな視点や方法を提示するものと考えられる。
　今回そういった「コンコーダンス」利用のひ
とつの試みとして、チャイルドのバラッド集に
おける「林檎」の民俗の全体像を探りたい。林
檎は古来、神話や伝説、歌謡、文学などのなか
に、ある種象徴的な意味を込めて現われること
が多く、伝承のバラッドにもその伝統が反映さ
れているかに思われるからである。
1　チャイルドのバラッド集と林檎の民俗
　樹木は、大地に深く根を張り、天に向かって
高く伸び、豊かに葉を茂らせ、実を結び、長命
であることから、古来異界（Otherworld＞に通
じるものとみなされてきた2。なかでも、林檎
の木やその果実にまつわる民俗（lore）は、他の
樹木のそれよりも広範であり、古代から地域を
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越えて、多くの神話や伝説のなかに見出される
という。そして、林檎は中世においてもなおも、
この世とそこに住む人を、異界とその住人に結
びつけるものとして、象徴的な意味を持ってい
たようである。
　チャイルドが収集したイングランド並びにス
コットランドの伝承のバラッドは、多数の版の
個々が、その流布の過程で多様な要素を混入さ
せ、また消滅させて、ある時点で文字として固
定されたものである。従って、そこに内在する
民俗自体が、流動的かつ相対的なものである。
ゆえに、それらを通して、チャイルドのバラッ
ド集における林檎にまつわる民俗を、明確に論
じることには無理があるが、ひとつの「傾向」
としてそれを求めることは、可能であるように
思われる。
　「コンコーダンス」に拠れば3、「林檎」（aple；
apple；apples）をキーワードとして37の用例が
見出される。そのうち4例は、「林檎の木」（aple
tree；apple　tree［s］）の形で用いられている。更
に林檎に関連して「林檎の木」（apple－trees）及
び「青林檎色の（黄緑色の）」（apple－green）の
用例が各々1例ずつ見られる。
　林檎が、樹木として、あるいは果実として、
詞句に歌い込まれているバラッドは、以下の通
りである。ちなみに、各バラッドのタイトルの
前の数字は、チャイルドのバラッド集における
バラッド・ナンバー、タイトルの後のアルファ
ベットは当該のバラッドの各版に付された記号
一［］は、バラッド集編集の過程で後に追加さ
れた版、アルファベットの後の数字は、キーワ
ードである「林檎」が見出される連（stanza）
を示している。
　即ち、37“Thomas　Rymer，”C17；39“Tam
Linノ’G26，［K　14］，［M　5・6］；52“The　King’s
Dochter　Lady　Jean，”B6；73“Lord　Thomas
and　Fair　Annet，”［124］；93“Lamkin，”F14；
116“Adam　Bel1，　Clim　of　the　Clough，　and
William　of　Cloudesly，”A153・158・162；155
“Sir　Hugh，　Or，　The　Jew’s　Daughter，”A6，　B
3，C6，　D　6，　E　5・9，　F　3，　G　5，　H　3，　J　5，
K5，　L　4，　M　4，　N　5，［S　4］，［U　3］；158‘li［ugh
Spencer’s　Feast　in　France7’B27；214　The
Braes　o　Yarrow，”N15，［R　3］；231“The　Earl
of　ErroL”B2，　D　1，　F　2；233‘‘Andrew　Larnrniq”
B4，　C　11；299“Trooper　and　Maid，”　A　9．
　以下、各バラッドの個々の用例について述べ
る。なお、116A；158B；214　N，［R］；231
B，D，　F；299　Aに見られる「林檎」の用例は、
そのバラッドに本来備わっている要素でなかっ
たり、ここで論じる民俗とは異なる他の伝承に
由来するものであるゆえに省略した㌔
1　“Thomas　Rymer”
　このバラッドに関して、チャイルドは、A－
Cの3版を採録している。バラッドに歌われて
いるトマス（Thomas　Rymour　de　Ercildoun＞は、
1210年もしくは1220年頃に生まれた実在の人物
と思われ、予言者（seer）として世に知られたよ
うである。14世紀前半には彼の名声が高まり、
予言者並びに詩人としてその名が記録されるよ
うになった。彼の予言は、イングランドにおい
てもスコットランドにおいても信頼され、それ
らは、後代の種々の年代記にも引用されている。
　そのトマスの作と推定されるロマンス（”lomas
off　Ersseldoune）があり，、そこに語られているト
マスと妖精の女王（queen　of　the　elves）の冒険
談を基に、当該のバラッドが作られたようであ
る。
　そのバラッドの大意は、Cの版に拠れば、「あ
る日トマスはハントリーの堤（Huntlie　bank）で
横になっていて、美しい女性が白馬に乗ってや
って来るのを見る。それは妖精の女王で、トマ
スを訪ねて来たと言う。女王は、トマスが彼女
の唇にくちづけすれば、彼も妖精の国に属する
者になると告げる。
　トマスが女王の言葉に従うと、女王は彼を白
馬の後ろに乗せる。女王とトマスは、人の世を
遠く離れ、妖精の国へと旅を続ける。旅の途中
女王は、ト．マスに3つの不思議な道（f6rlies
three）を示す。正義へ続く道（path　of　righteousness）
と邪悪への道（path　of　wickedness）、そして妖精
の国に続く道である。女王はトマスに、何を見
ても何を聞いても、決して口を開いて話しては
ならぬと命じる。話せば、二度と人の世に戻れ
ないからである。
　女王は、更に幾つもの川、海、そして妖精の
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国の泉から流れ出る血の川などを越え、暗闇の
なか馬を走らせる。やがて2人は妖精の国の緑
の庭園に到着する。女王は、そこに生えている
林檎の木から実を取り、報賞（thy　wages）とし
てトマスに与える。その実はトマスに、決して
嘘をつくことのない舌（tongue　that　can　never　lie）
を授けるという。
　トマスは妖精の国に7年住み、その間地上で
彼の姿を見た者はなかった。」
　Cの版において林檎の実は、妖精の女王から
トマスに（妖精の国に来た？）報賞として与え
られ、彼に「真実のみを語る舌」という、予言
者を暗示するような不思議な力を授けている。
従って、このバラッドにおいて林檎は、妖精の
国に実り、人に不思議な力を与えるものと考え
られる。
　しかし、林檎が歌い込まれているのはCの
版のみであり、AとBの版にはそのような用例
は見出されない。両版にも果実（fruit＞は歌われ
ているが、いずれも具体的な名は示されていな
い。そしてその果実は、妖精の国の庭園でトマ
スが、「女王のために取ろうとした（A8）」、も
しくは「空腹のあまり取ろうとした（B7）」も
のであった。加えてその果実は、「地獄の禍い
（plagues）のすべてを含んだ（A　9）」、もしくは
「人の世に禍いをもたらす呪われた（cursed）
（B8）」ものである。ゆえに、決して触れては
ならぬと女王はトマスに忠告している。
　チャイルドが、バラッド集編集の過程で後に
追加した2例の変種（variation）には、ともに林
檎が歌い込まれているが、いずれもBの版と
ほぼ等しい文脈で用いられている。ちなみに、
林檎が歌われているCの版および変種2例は、
すべてスコット（Sir　Walter　Scott）によって収
集されたものである5。
　バラッド“Thomas　Rymer”の基になったロ
マンスにおいて6、妖精の国の庭園には西洋梨
や林檎（pere　and　appil1）が実っており、空腹の
トマスはそれを取ろうとして、女王に止められ
ている。その実を取れば、彼の魂（saule）が地
獄の炎で焼かれるからである。そのロマンスに
おいて、トマスが女王から、決して嘘をつくこ
とのない舌を贈られるのは、彼がその国を去る
時であった。従って、このバラッドとその基に
なったロマンスにおいて、本来果実は、人が触
れてはならぬ禍いのもと、’呪われたものであっ
た。その表象の根源は、恐らくアダムとエバが
エデンの園を追われる原因となった「園の中央
にある木」の「実」に求められるであろう7。
　Cの版に、林檎が前掲のような文脈で歌い込
まれたのは、歌い手による偶然の創意か、ある
いは、ヨーロッパの神話や伝説、民俗や文学な
どを知る人による故意のものではなかったか。
　バラッドとしての“Thomas　Rymer”は、妖
精とその国、即ちケルトの異界とその住民にま
つわる民俗と8、この世とそこに住む人、そし
てそれを支配しているとも支えているとも考え
られるキリスト教信仰を巧みに結びつけ、その
微妙なバランスの上に成り立っていると言える。
皿　“Tam　Lin”
　このバラッドに関してチャイルドは、A－1
まで9版をまとめて掲載し、後にJ－Nの5版
を付け加えている。彼は、物語の大きな特徴と
して、主人公が妖精の国に連れて行かれ、その
住人になることから、前述のバラッド“Thomas
Rymer”との関連を、そして、この世に戻るた
めに恋人の腕のなかで何度も変身すること
（retransformation）から、ホメロス（Homer）より
も古い時代のギリシアの民間伝承（popular
tradition）やスカンディナヴィアのバラッドと
の関連を指摘している。
　バラッドの大意は、Gの版に拠れば、「姫君
（Lady　Margaret）が、森で緑のバラの花をひと
つ摘み、バラの枝をひと枝折ると、タマリン
（Tam－a－1ine）が姿を現わす。彼は姫君の行為を
各め、彼女を横たえて思いを遂げる。姫君は7
日間暗い森に留まった後、父の宮廷に帰る。や
がて8箇月たつうちに、姫君は緑色のガウンを
身にまとうようになる。
　年老いた騎士が、姫君は妊っていると言って
姫君を答める。姫君は彼に、自分の愛する人は
この世の人でなく、妖精の騎士であることを明
かす。姫君の兄は彼女に、森へ行き、そこに生
えている薬草で子供を堕うしてくるよう命じる。
　森に赴いた姫君は、胎児を流そうとして草を
むしるが、タマリンが現われ、それを止める。
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彼は姫君に、自分が伯爵（Earl　o’Forbes）の長
男であること、3歳め時継母の呪いにかかった
こと、その後外出の折に、林檎の木の下で考え
事をしているうちに深い眠りに落ち、妖精の女
王によって、妖精の国に連れて行かれたことを
話す。
　タマリンは姫君に、自分は妖精の国に7年住
んだが、妖精達が地獄に十分の一税（tiend）を
払う時が来て、自分がその税として選ばれる可
能性があると言う。彼が肉と血を持つ（人間だ）
からである。姫君は、生まれて来る子の父親と
して、タマリンをこの世に取り戻したいと願う。
　タマリンは姫君に、明日がハロウィーン
（Halloween）の日9であり、妖精の一行は馬で
世界を駆け巡るゆえ、そのなかにいる自分を捜
し出すよう言う。そしてその方法を教える。
　ハロウィーンの当日、妖精の一行が馬で通り
過ぎるのを待っていた姫君は、タマリンに飛び
かかり、彼を抱きしめる。彼は姫君の腕のなか
で、狼、炎、蛇、鹿などに変身するが、最後に
一糸まとわぬ人の姿となる。タマリンは姫君と
ともに、彼女の父の宮廷に行く。」
　GとKの版においては、タマリン（Kの版で
はトマス［True　Thomas］）が「林檎の木の下で」
眠り込んだ時、妖精の女王が姿を現わす。他の
多くの版でも、主人公が深い眠りに襲われた時、
女王が姿を現わしたとする点で、GとKの版と
一致している。ただ、彼が深い眠りに襲われた
のは、狩をしていて（D13・14）；聖母マリアの
井戸のそばで（E6・7）；寒い日に狩をしていて
強い北風が吹いた時（129・30）；森を馬で通っ
た時、緑の井戸のそばで（J8）；まだ少年であ
った自分を、父が狩猟用のマントにくるんで、
大地に寝かせてくれた時（M2）など極めて多
様である。ちなみに、AとBの版では、狩に出
て落馬した時（A23；B22）、女王が姿を現わ
したとしている。
　従って、このバラッドにおいて、主人公が深
い眠りに襲われるのは、妖精の女王に出会うた
めの前提条件であるが、それは必ずしも林檎の
木の下とは限らないようである。林檎が魔力を
持つとする伝承（tradition）は、古来よく見られ
るが、このバラッドにおいては、本来それに備
わっていた要素ではないように思われる。本来
の要素はむしろ、妖精とその国、ハロウィーン、
主人公の変身といったところに求められるべき
であろう。なお、前2者はケルトの民俗を色濃
く示すものである。
　GとKの版に見られる林檎の木は、そのバラ
ッドが伝承されていく過程で、後代に歌い込ま
れたものと思われる。両版はともに、スコット
ランド北東部アバデインシア（Aberdeenshire）
で収集されており、この地方に固有の版であっ
たのかもしれない。
　“Tam　Lin”は、“Thomas　Rymer”に似て、
古代ケルトの民俗を踏まえて、更には、古代ギ
リシアのそれを踏まえて、作られたバラッドで
ある。そして、これも“Thomas　Rymer”に似
て、キリスト教信仰にまつわる要素を混在させ
ている。しかしそれは、地獄や地獄への十分の
一税であって、“Thomas　Rymer”におけるそ
れよりも、イングランドやスコットランドの民
衆の日常の感覚に近いものであると言えよう。
　ちなみに、林檎に関連したもうひとつの用例
「（妖精の城には）林檎が金の星のようにたわ
わに実っていて（M5）」（The　apples　hung　like
stars　of　goud）と、その実をとろうとしたトマ
スに対する女王の言葉「今は、その悪の実をそ
のままに、向こうに見える林檎こそ、汝の国の
人を欺いたもの（M6）」（O　let　that　evil　fruit　now
be！／It　was　that　apple　ye　see　there／Beguil’d
man　and　woman　in　your　country．）に関して、
チャイルドは、それらの連の前後も含めて（M
4－12）、“Thomas　Rymer”に属するものである
としている10。
IV　‘‘The　King’s　Dochter　Lady　Jean”
　チャイルドは、このバラッドに関して、A－
Dの4版を採録している。このバラッドのテー
マは「兄妹相姦」（brother－sister　incest）であり、
チャイルドの収集したバラッド305編のなかで
も、同テーマを持つものは僅か数編に過ぎない。
　その大意は、Bの版に従えば、「姫君（Lady
Margaret）は、木々が緑に茂っているのを見る
ために、緑の森に出かける。彼女が、枝から木
の実（nut）をひとつ取るか取らぬうちに、1人
の美しい若者が姿を現わす。
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　彼は、木の葉を揺らし木の実を取ろうとした
姫君の行為を各め、彼女を抱き寄せて思いを遂
げる。それは、草が周囲に生い茂り、林檎の木
が（実の重さで？）枝を垂れる時（And　the　apple
trees　hang　down）起きたことであった。
　姫君は、自分を辱めた若者の名を尋ね、それ
が長く城を空けていた実の兄であることを知る。
若者も事実を知り、自らの犯した行為の罪深さ
を悔いる。そして、妹をペンナイフで刺す。深
手を負った姫君は、なおも父の城に戻ろうとす
る。悲しみのうちにも、そこで息絶えるためで
ある。」ちなみに、Aの版では兄も自らの手で
命を絶っている。
　若者が、実の妹とは知らずに姫君を辱める兄
妹相姦の場は、緑の草の上（A5）；緑の森（C
5）；木の根元（D5）と、いずれも、緑の森、草
の生い茂るところといった点で、Bの版（B　6）
も含めて一致している。従って、この出来事に
は、緑という色が深く関わっており、それは不
幸な結果に終わる。緑は、イングランドやスコ
ットランドの伝承歌謡（folksong）において、し
ばしば死や死者と関連づけられる色彩である11。
また、恋愛（love　matters）において、緑色の衣
服を身にまとうことは、不幸な結果を招くとい
う12。森や草木が緑であるのに加えて、BとC
の版では、姫君は緑色の衣をまとって森に赴い
ている。
　Bの版において、不幸な事件の起きた森のな
か、緑に茂る草原に林檎の木がその枝を垂れて
いたのは、このバラッドに本来それが歌い込ま
れていたというよりは、その木が魔力を持つこ
とを知る人が、後に付け加えた要素であるよう
に思われる。林檎の木は、その妖しい力によっ
て兄の心を惑わせたとすることで、彼の忌わし
く罪深い行為を聞く人の衝撃を、少しでも和ら
げることを期待されていたのかもしれないので
ある。
V　“Lord　Thomas　and　Fa辻AIIIlet”
　チャイルドは、このバラッドに関して、A－
Hまで8版を収集し、後に1版（1）を追加して
いる。そこに歌われている物語は、バラッドと
してよく見られるものである。4版（E；FG；H）
に関してチャイルドは、類似のバラッド“Lord
Thomas　and　Fair　Ellinor”との混交を指摘して
いる。
　物語の大意は、1の版に拠れば、「色白の娘
アニー（fair　Annie）は、ウィリーと深く愛しあっ
ていた。ウィリーの家は裕福であり、ために彼
は、父母や兄姉の勧めに従い、色黒ではあるが
財産のある娘（nut－brown　bride）と結婚するこ
とを決心する。ウィリーは結婚式の日を決め、
アニーを式に招く。
　アニーの父は娘を哀れに思い、式に出るため
の馬と空色のガウンを用意してやる。彼女が式
場である教会にやって来ると、その美しさのた
めにあたり一面が光り輝く。
　色黒の花嫁はアニーに、洗えば肌がそんなに
色白になる水を、どこで手に入れたのかと尋ね
る。アニーは、父の家の庭の、林檎の木の下で
と答える。そしてアニーは、花嫁が、どんな水
でこの世が終わる日まで洗ったとしても、自分
のように色白にはならないだろうと言う。
　家に帰ったアニーは、悲しみのあまり息が絶
える。ウィリーは、花嫁と新婚の床に入るが、
眠れないでいると、その足元にアニーの姿が現
われる。ウィリーは、改めてアニーへの深い愛
と自らの非を悟る。
　夜明けに、部下とともにアニーの家に駆けつ
けたウィリーは、そこで彼女の葬儀の準備が行
われているのを知る。悲しみのあまり、ウィリ
ーもまた息が絶える。」
　一部の版（A；B；D；G）では、アニーは、そ
の肌の白さを妬み、「どんな水で、この世が終
わる日まで洗っても、私のように色白にはなら
ない」という彼女の言葉に腹をたてた色黒の花
嫁に、ペンナイフで刺し殺されている。
　このバラッドにおいて、主人公の美しさは、
色白であることに集約されており、それが、裕
福な花嫁の肌の浅黒さと対比される。主人公も
花嫁も、「水で洗う」ことによって肌が白くな
ると考えており、その水の在り処が問われる。
　1の版ではそれは、「父の家の庭の、林檎の木
の下」であった。しかし、その水の在り処は、
主人公が母の胎内（mither’s　wame）にいる時
（A24；E21）、（父の家の庭などの）大理石
（marble　stane）一恐らく白い大理石であろう
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一の下（B29；F23；G19）、父の家の庭のオ
リーブの木（olive　tree）の下（C　19）、父の家の
庭の西洋柊を植えた塀の下（hollan　dyke）（H
32）と、多様である。ちなみに、その水を「バ
ラ水」（rose－water）（A　23・24）、「チェリー水」
（water－cherry）（C　l8＞と称している版もある。
　主人公が色白であったのは、生来のものか、
もしくは、その白さと美しさからの連想であろ
うと思われる大理石の、その下を流れる水で洗
ったゆえか、あるいは、伝統的に、何らかの民
俗を伴って人々に知られてきた林檎、オリーブ、
西洋柊などの樹木の下を流れる水で洗ったゆえ
なのであろう。樹木に関しては、必ずしもそれ
が林檎の木である必要はないようである。
　このバラッドにおいて、主人公が色白であっ
た理由は、AとEの版が述べているように、生
来のものとするのが最も自然であるように思わ
れるが、伝承の過程で3つ位の理由に分岐した
のであろう。具体的に樹木の名を挙げている版
は、「何らかの木の下で」とする点で、伝承の
ひとつの流れとも考えられる。ただ、・それらが
収集された地は、スコットランド西部（C）、
スコットランド東部もしくは北東部（H）と点
在しており13、特定の地域で流布されていたと
判断することは不可能である。ちなみに、「林
檎の木の下で」と歌っている1の版は、スコッ
トの収集したものであるが、本来の採録地は記
録されていない。
W　“Lamkin”
　チャイルドは、このバラッドに関して、断片
的なものも含めA－Vの22版を収集し、更に
W－Yの3版を追加している。多数の版が伝承
されているが、物語の大きな流れは一貫してい
る。イングランドやスコットランドにおいて、
領主や貴族の邸宅が築かれた時代には、このバ
ラッドに歌われているような「権力を楯にした
賃金の不払い」の事例は、各地で見られたであ
ろう。
　ただ、築城の報酬を支払われなかった石工
（mason）が、領主の夫人や跡継ぎである赤子を
殺害するにまで至ったか否かは、また別の問題
である。その意味において、このバラッドに歌
われている内容は、現実の事件に基づいている
とも、抑圧されている者が支配者側に向けた怨
念の吐露であるとも考えられる。
　バラッドの大意は、Fの版に拠れば、「領主
は夫人に、自分の留守中、城の戸締まりを厳重
にするよう言いつける。ランキン（Long　Lankyn）
が近くに潜んでいるからである。
　領主がロンドンに出発した日の夜、ランキン
は、ただひとつ鍵のかかっていなかった窓から
城に忍び込む。領主の跡継ぎで、まだ赤子の若
君に仕える乳母（false　nurse）は、ランキンの仲
間である。
　領主の夫人は階上の寝室で眠っており、ラン
キンと乳母は、彼女を階下に下りて来させよう
とする。ランキンは若君の体中を鋭いピンで突
き刺し、乳母は盟を持って、流れ落ちる血を受
ける。
　若君の激しい泣き声を聞いた夫人は、階上か
ら乳母に、赤子をあやすよう言いつける。乳母
は、自分の乳房を吸わせようと、林檎（apples）
や西洋梨（pears）であやそうと、若君は泣き止
まず、夫人自らが下に下りて来て、若君をあや
して下さるようにと言う。
　乳母に懇願されて階下に来た夫人は、ランキ
ンに捕らえられる。夫人は、ランキンが望む限
りの黄金を、更には自分の娘を与えるゆえ、見
逃してほしいと必死に命乞いをする。しかし、
ランキンは夫人を殺害する。
　領主はロンドンから戻り、娘から事情を聞く。
ランキンは絞首刑になり、首を吊るされる。乳
母は火刑になり、ランキンの傍らで炎に身を焼
かれる。」
　この版において、林檎は西洋梨とともに、乳
母が赤子の若君をあやすために使われている。
しかし、そのあやし方は、むしろ特異であると
言える。他のすべての版において、若君のあや
し方は、ほぼ固定しているからである。即ち、
鈴（bell）と棒（wand）で（A）、鈴と鍵（keys）で
　（E；L）、鈴とナイフで（H；1）、鈴と棒と鍵
で（C；J）、鈴と棒（kane）とナイフで（X）、鈴
と鍵とナイフで（P；R；W）、鈴とナイフと
櫛（kame）で（B）、棒と鍵で（M）、鍵と（指）
輪（ring）で（Q）、鈴と銀の釘（silver　bolt）とミル
クとパンで（D）。
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　F以外のすべての版から判断して、若君をあ
やす方法は、本来鈴や棒、鍵など、それ自体が、
もしくは、それをどこかに打ちつけることによ
って、音を出すものであったように思われる。
ただ、Fの版を除いて、該当する連の見出され
るA－Yのすべてが、スコットランドで収集さ
れており、Fのみがイングランドの版である14。
イングランドに流布されていた“Lamkin”の、
F以外の版に、若君のあやし方がどのように歌
われているかは、今後の課題となる。
　林檎を見せて人の注意をひくという行為は、
後述のバラッドにも見出される。しかし、それ
らのバラッドにおいて、その行為は、人を殺す
ため、恋人の心を惹くためなどであり、林檎は
その手段として使われている。林檎に期待され
ているのは、その果実が持つある種の魔力であ
ろう。
　“Lamkin”は、石工による雇い主への復讐を
テーマとしている。そのバラッドにおいて、仮
に林檎が、その民俗に見られる伝説的な威力を
発揮できたとすれば、それは若君をあやす時で
はなく、領主夫人を階下に誘き寄せる時ではな
かったかと思われる。
粗‘‘Str且ugh，　Or，　The　Jew’s　Daughter”
　チャイルドは、このバラッドに関して、断片
的なものも含めてA－Rと多数の版を掲載し、
更にS－Uの3版を付け加えている。バラッド
が語っているのは、1255年頃イングランドのリ
ンカーン（Lincoln）の町で起きた事件である。
　当時の年代記に拠れば、ヒュー（Hugh）とい
う名の少年が殺され、犯人はユダヤ人とされた。
その動機は彼らが、イエス・キリストの死を冒
漬するため、キリスト教徒の少年を誘拐のうえ、
十字架にかけて、イエスの処刑に似せて殺害し、
その血を、過越の祝（Passover）のいけにえの
それとして使うというものであった。
　事件が発覚したのは、少年の亡骸が、数々の
奇蹟を引き起こしたからであった。彼の遺体が
投げ込まれた井戸の周辺は、光と甘い香りに充
ち、彼の亡骸に手を触れた眼の不自由な女性は、
再び眼が見えるようになったという。そして、
事件に関与したとして、何人ものユダヤ人が捕
らえられ、刑に処せられている。
　真実が歴史の闇に葬り去られたまま、類似の
事件がヨーロッパ各地で、16世紀に至るまで繰
り返された。チャイルドは、このバラッドの序
文において、ビューにまつわる事件はもとより、
類似の事件も含めて、それらに関する詳細な解
説を行っている。
　このバラッドの大意は、Aの版に拠れば、
「24人の少年がボール遊びをしていて、ビュー
（Sir　Hugh）の蹴ったボールが、ユダヤ人の家の
窓に飛び込む。ビューがボールを拾いに行くと、
その家の娘（Jew’s　daughter）が窓から外を見て
いる。ビューが娘に、ボールを投げてほしいと
頼むと、娘は、自分で取って行くようにと言う。
　ビューが断わると、娘は庭（her　father’s　garden）
に行って、赤緑色の林檎をひとつ（an　apple　red
and　green）もぎ取る。その林檎で、ビューを家
の中に誘い込むためである。林檎に心を惹かれ
たビューを、娘は家の奥深い部屋に連れて行く。
　娘はビューを、化粧台の上で刺し殺す。ヒュ
ーの血が流れ、彼の体には一滴の血も残ってい
ない。娘はビューの亡骸を、鉛の塊詰め（in　a
cake　o　lead）にして、深い聖母マリアのつるべ
井戸（Our　Lady’s　draw－well）に投げ込む。
　夜になっても息子が帰らないので、ビューの
母（Lady　Maisry）は、彼を捜し歩く。彼女は、
息子が果実を集めているのかもしれないと考え
て、ユダヤ人の家の庭の近くまでやって来る。
その間ずっと母は、近くにいるなら答えてほし
いと、息子に呼びかけ続ける。母が、聖母マリ
アのつるべ井戸まで来た時、ビューの声が聞こ
える。
　その声は母に、家に帰り経帷子（winding
sheet）を用意してくれるよう頼む一そうすれ
ば、翌朝私はあなたに会えるでしょう。母親は
家に帰って経帷子を整え、ヒューの言葉通りに、
井戸に投げ込まれていた息子の亡骸と対面する。
　　リンカーンの町の（教会の）鐘という鐘がひと
　りでに（without　men’s　hands）鳴り響き始め、
　（聖）書（books）という（聖）書がひとりでに読み
上げられる。アダムがこの世の人となった日
　（Adam’s　days）以来、このような埋葬が行われ
　たことはなかった。」
　　ちなみに、7版（F；H；K；M；N；U；S）
一73一
県立i新潟女手短期大学研究紀要　第46号　2009
において、ヒューは自分を埋葬する時、「枕元
と足元に聖魯を置いてほしい」（Lay　my　Bible
at　my　head／My　Testament　at　my　feet；［F
l4］）と母に頼んでいる。
　このバラッドにおいて、林檎は重要な役割を
果たしており、14版に歌い込まれている。その
用例のすべては、ユダヤ人の娘が、ビューを屋
内に誘い込むための手段としてである。即ち、
林檎をひとつ（an　apple）（F；N）、赤緑色の林
檎をひとつ（A；E）、赤くまた白く（輝く？）林
檎をひとつ（an　apple　red　and　white）（B；C；D）。
　残る7版では、娘はヒューを誘うために、林
檎以外にも色々な品を示している。即ち、草の
ように緑色の林檎をひとつ（an　apple　as　green
aS　graSS）と金の指輪（a　gay　gOld　ring）と血のよ
うに赤い桜桃をひとつ（a　cherry　as　red　as　blood）
（G；S；U）、草のように緑色の林檎をひとつ
と無花果の実をひとつ（a　fig）と血のように赤い
桜桃をひとつ（M）、草のように緑色の林檎をひ
とつと金の指輪（K）、真赤な林檎をひとつ（an
aPPle　so　red）と無花果の実をひとつ（J）、真赤
な林檎をひとつと甘い甘い砂糖（sugar　so　sweet）
（L）。
　林檎とそれにまつわる表現の傾向として、採
録地が判明する版に関して、アイルランドで伝
承されていた版（F；N）は描写が素朴であり、
スコットランドの伝承の版（A；E；B；C；D）の
それも比較的素朴である。対して、イングラン
ドの伝承の版（」；K；L；S；U）は、林檎以外
にも品を加え、更に林檎や桜桃を描写するにも
直喩を用いるなど、技巧が凝らされている。ま
た、幾つかの版において、その林檎が緑色であ
ったことは、前述のように、イングランドやス
コットランドの伝承歌謡の伝統に立って、ヒュ
ーの死を暗示するのであろう。
　ユダヤ人の娘は、古来林檎が持つとされる魔
力を利用してビューを誘き寄せ、これを殺害し
たとも考えられる。しかし、このバラッドのテ
ーマからして、詞句に歌い込まれた林檎の発想
の源は、恐らくは旧約聖書における「園の中央
にある木」の「実」に求められるであろう。そ
の木の実が何であったか、聖書は明らかにして
いない。しかし、それが林檎の実であるという
連想は、中世の半ば頃から見られたようである。
　OEDは、“ApPle”の定義4に、ミルトン（John
Miiton，1608－74）の詩句（‘The　frUit　of　that　forbidden
tree， whose　mortal　taste　brought　death　into　the　world，
and謝our　woe．’〉を引用し、用例の初出を1000
年頃としているi5。その意味において林檎は、
ユダヤ人の娘が少年を死の世界に誘うのに相応
しい果実であったと言える。
　加えて、イングランドの版に歌われている無
花果の実も、エデンの園でアダムとエバがその
裸体を覆い隠すのに、無花果の葉を用いたこと
に由来するのであろう16。更に、血のように赤
い桜桃は、ヒューが流すことになる血を暗示す
ると考えられるが、またそれは、イエス・キリ
ストの誕生にまつわるバラッド（“The　Cherry－
Tree　Carol”）をも思い起こさせるものである17。
田“Andrew　Lammie”
　チャイルドは、このバラッドに関して、A－
Cの3版を掲載している。このバラッドは、最
初伝承のバラッドとして作られ、後に新たなプ
ロードサイドの版（stall　copy）が出版されたよ
うである。物語は、17世紀後半にスコットラン
ド北東部のファイヴィ（Fyvie）で、実際に起き
た事件に由来するという。
　ファイヴィの城の近くに住む裕福な粉屋
（mMer）の娘アニーは、城に仕える嘲夙手
（trumpeter）と恋に落ち、結婚することを約束
した。しかし、身分の違いを理由に家族から激
しく叱責され、彼らの手にかかって落命する。
アニーは、本名アグネス・スミス（Agnes　smith）、
その墓石には1673年1月19日没と刻まれている。
　この悲劇を基にバラッドが作られたようであ
り、1674年には、ブロードサイド版に基づいた
戯曲が上演された。
　バラッドの大意は、Bの版に拠れば、「アニ
ーは、ファイヴィの森でアンドルー・ラミー
（Andrew　Lammie）と出会い、深く愛しあうよ
うになる。アンドルー・ラミーが甘い林檎をア
ニーに贈り、彼女の心を捉えたのだった（Wi
apples　sweet　he　dld　me　treat，／Which　stole　my
heart　SO　canny，）。
　アンドルー・ラミーはエディンバラに行くこ
とになり、アニーのために、婚礼の衣装や靴を
一74一
チャイルドの「バラッド集』における林檎の民俗
買ってくると約束する。しかし、アニーは、彼
が戻るまで自分は生きていないであろうと言う。
　アニーの父母や姉は、アニーが身分の違う若
者を愛したことを激しく叱責する。更に父親は、
アニーの髪を掴んで彼女を引きずりまわす。そ
して、城から嘲夙の音が聞こえて来ると、家族
の者は、アニーの牛が鳴いていると言ってアニ
ーを辱める。ファイヴィの城主はアニーの父に、
結婚を認めてやるよう取りなすが、父は耳を貸
そうとしない。
　家族の手にかかって深い傷を負っているアニ
ーは、自分の顔を城の方に向けてくれるよう頼
み、アンドルー・ラミーに会わぬまま息絶える。
アニーの父は、娘の結婚を認めなかったことを
深く悔いる。」
　ちなみに、Bの版はバラッドの最後を、子を
持つ世間の親に対する警句「我が子を意のまま
にしようとして、子の心を傷つけ、アニーの二
の舞いにならぬよう」（You　parents　grave　who
children　have／In　crushing　them　be　canny，／
Lest　for　their　part　they　break　their　heart，／As
did　young　Tifty’s　Nanny．）で結んでいる。こ
れは、ブロードサイド・バラッドの結句によく
見られる手法である。対して、AとCの版では、
エディンバラから帰ったアンドルー・ラミーが
アニーの死を知り、深い悲しみのうちに、自分
も長くは生きず、ほどなくアニーの後を追うで
あろうと誓っている。
　アンドルー・ラミーがアニーに贈り、その心
を捉えた甘い林檎は、ブロードサイド・バラツ
ドであるBの版（B4）と、伝承の版とブロード
サイドの版を対照して編集されたCの版（C11）
に歌い込まれている。従って、このバラッドの
ブロードサイド版の作者によって採られた表現
であるとも考えられる。しかし、BとCの版で
は、この箇所を除いて、全体の流れや詞句が大
きく異なるゆえに、各々の版は、恐らく別の作
者によって作られたのであろう。
　ただ、BとCの版において、アンドルー・ラ
ミーから林檎を贈られたアニーは、「私を歓ば
せてくれた」（he　did　me　treat）と述べている。
・・狽窒?≠煤f・という語は、伝承のバラッドではあま
り例を見ないものである18。多少ともアンドル
ー・ 宴~ーの行為にも、林檎の持つ魔力に期待
するところはあったかもしれない。しかし、彼
の意図は、純粋にアニーを歓ばせることであろ
う。彼の行為は、前述のユダヤ人の娘の行為な
どと比較して、何かを暗示するようなものでは
なく、はるかに日常性に根ざしたものであった
と思われるのである。
　以上、簡単ではあるが、「コンコーダンス」
を利用して、チャイルドのバラッド集における
林檎の民俗を考察した。林檎と林檎にまつわる
民俗は、時を越え地域を越えて、古来多くの神
話や伝説、歌謡、更には文学のなかに見出され
るものである。そして、それはチャイルドのバ
ラッド集においても、数編のバラッドの幾版か
に歌い込まれている。
　ただ、それらにおいて、林檎の木やその果実
が、バラッド成立の当初から、本来の要素とし
て詞句に歌われていたと考えられる例は、比較
的少ないようである。そして、その数少ない例
においても、発想の根源は、過去の研究者によ
って時に指摘されたように、ケルト世界にも求
められ のであろうが、併せてそこには、聖書
を通してキリスト教とその信仰が、思いのほか
大きな影を落としているように思われる。
［注］
＊本稿で論じたバラッドの解説及び各版に関しては、
　Francis　James　Child（ed．），T7ie　English　and　Scertisit
　POpitlar　Ballads，5vols．（New　York，　1965）の当該箇
　所を参照した。即ち、37“Thomas　Rymer：’1，317
　－29；IV，454．39‘‘Tam　Linl’1，335冠58；】H，5◎4£5；
　IV，455－59．52　“The　King’s　Dochter　Lady　Jean，”1，
　450r54．73“Lord　Thomas　and　Fair　A蒲e類”H，1？9－
　99，512；　IH，　509－10；　】N，　469碗71；　V，　223－24．　93
　・Lamkinノ・互，32（ト42，513－14；Pt，・515；IV，4船S1；
　V，229・－r31，295－96．155　“Sir　Hugh，　Or．　The　3e“r’s
　Daughter，聾di，233－54；王V，497－98；V．　241－42．器3
　‘‘Andrew　LamInie，”八1，3◎◎－08．
LCathy　Lynn　Preston、　A蚤賑Wb勲馨9”κ、轡C　Cθ凝¢群曲～cε
　t。Fraiieis　James　Ckild’s　The　EB9蓋ish　a捻δSc。tti－sh－
　Popular　Ballads（1882－IS98）．電手槽報｛ヒされ公照さ
　れたConcordanceに関しては、　Prest◎R　lこよる解議
　も含めてPDFワァイル北したものを、一矯大学名
　誉教授樫芽雅入氏より拝受した。ここに深謝するも
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　のである。
2．以下、Otherworldと、そこに茂る植物やそこに住
　むものに関しては、Lowry　Charles　Wimberly，　Folklore
　’πthe　English　and　Scottish　Ballads，　reprint　of　the　1928
　ed．（New　York，1965＞の、　Chap．　V，　Descriptions　of
　the　Otherworld，　pp．139－61；Chap，　VI，　The　Ballad
　Fairy，　PP．167－202を参照した。また、　Otherworld
　に関しては、Howard　Rollin　Patch，“Some　Elements
　in　Mediaeval　Descriptions　of　the　Otherworld，”
　Ptibiications　of　the　ModeriZ　Langitage　A∬ociation，　Vo1．
　㎜II（1918），601－43を参照。
3．KWUIC　Concordance，　op．　cit．，　p．267－・68．
4．116“Adam　Bell，　Clim　of　the　Clough，　and　William　of
　Cloudesly，”A153，158，ユ62における用例は、「我が
　子の頭上に林檎をのせ、それを矢で射る」というも
　ので、本稿で論じた林檎の民俗とはまた別の伝承に
　由来するものである（Child，　op．cit．，皿，16－20参照）。
　158“Hugh　Spencer’s　Feast　in　France，”B27におけ
　る用例（He　turnd　him　in　his　saddle　like　an　apple　on　a
　tree）は、2人の騎士の馬上試合（jostling）に関連
　した、この版にのみ固有の比喩表現であると思われ
　る。214“The　Braes　o　Yarrow”における用例のう
　ち、N　15〈Yestreen　my　luiv　had　a　suit　o　claise／Were
　o　the　apple　remain；）は、衣服に林檎で香りをつけ
　るという当時の風習をさしているようである（Child，
　ibid．　v，368参照）。またR3の用例（I　dreamed　I　was
　puing　the　apples　green／in　the　dowie　howms　o
　Yarrow．）に関してChildは、伝承のバラッドに伝
　統的な“heather”が、（Rの版では）“apples”に置き
　換えられていると指摘している（Ch皿d，　ibid．，　IV，523）。
　231“The　Earl　of　Erro1”の用例B2（An　apples　they
　graw　green）；D1（The　apples　red　and　green）；F
　2（And　the　apples　they　grow　red　and　white）に関し
　てChildは、スコットランド東部のErro1伯領は土地
　の肥沃さで知られており、それに関連した表現（の
　一部）であると述べている（Child，　ibid．，　IV，283）。ち
　なみに、B；D；Fの版はスコットランド北東部で採
　録されており、その地方に流布されていた版に固有
　の表現であったのかもしれない。299“Trooper　and
　Maid”における用例A9（Wben　apple－trees　grow
　in　the　seas）は、一夜をともにした騎兵に、いつ帰
　って来て結婚してくれるのかと尋ねる娘に対する彼
　の答のひとつであり、バラッドにおいて「絶対にあ
　り得ない」ことを示す伝統的な表現（Child，　ibid，，　V，
　172）の、変形であろうと思われる。
5．Cの版の出典は、“Thomas　the　Rhymer，”Minstrelsy
　of　the　Scottish、Border，　H，251，ユ802．　Variationsは、
　“‘Thomas　the　Rhymer．’Variations．　J．　Ormiston，
　Kelso．”“Scotch　ballads，　Materials　for　Border
　Minstr lsy．”No．96　and　No．97（Child，　ibid，，　W，454
　－55）．
6．Childは、37“Thomas　Rymer”のAppendixとして
　7乃o〃置α∫げ亙r∬eldoitne（Thornton　MS，，　Ieaf　l49，　back，
　as　pr n ed　by　D二A．H．　Murray）を、　prologueにあ
　たる6連を省略した形で掲載している（Child，　ibid．，
　1，326－29）0
7．Ge esis，　ii，　9，17－18．
8．前掲Patchは、その論文のNConclusionにおいて、
　fairy　hillsはケルトの神話・伝説に由来するもので
　あると述べている（p．641）。またWimberlyは前掲
　書において、イングランドやスコットランドの伝承
　のバラッドに登場するfairiesは、ケルトの伝承
（Celtic tr dition）の影響を受けているとしている（p．
　169）。
9．古代ケルト暦で1年の終わりの日（西暦で10月31日
　にあたる）。
10．Mの版の出典は、“Scotch　Ballads，　Materials　for
　Border　Minstrelsy，”No．15（Child，　op．cit．，　W，458参
　照）。
11．Wimberly，　op．cit，，　p．240．
12．　Child，　op．cit，，　ll，181－82．また同頁に拠れば、“blue”
　は恋愛において幸運をもたらす色であると考えられ
　ている。
13．73Cの出典は、‘‘The　Brown　Bride　and　Lord　Thomas”
　Motherwell’s　MS．，　p．157，　from　the　recitation　of
　Agnes　Laird．　Kilbarchan，1825．当時のKilbarchan
　は、スコットランド西部Paisleyに近い村であった。
　73Hの出典は、“Fair　Annie　and　Sweet　Willie，”Gibb
　MS，，　p。64．　Gibb　MS．は、“1860：Twenty－one　ballads
　written　down　from　the　recitation　of　his　mother　by
　James　Gibb　of　JoPPa，　representing　the　form　in
　which　baUads　were　recited　about　the　beginning　of
　the　century　in　Angus　and　Mearns．”（Child，　ibid．，　V，
　398）．ちなみに、1の版の出典は、“Scotch　Ballads，
　Materials　for　Border　Minstrelsy，”No．22h．
14．Fの版の出典は、“Long　Lankyn：’　a　1＞btes　and　etten’es，
　Second　Series，　H，324，　as　sung　by　a　nurse　nearly　a
　century　ago［1856］in　Northumberland．　b．　Notes　and
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　Ctteties，　Founh　Series　H，281，from　Northamptonsh虻e，
　communicated　by　Mr．　B．H．　Cowper．　Childが掲載し
　たイングランドの版はFのみである。
15．The　Compact　Edition　of　the　OAford　Englis’i　Dictionary・
　2vols．（Oxford，197ユ），1，404．
16．　Genesis，　iii，7．
17．“The　Cherry－Tree　Caro1”は、　Childが54番目に採
　録したバラッドで、A－Dの4版が掲載されている。
　それらの版において物語の流れはほぼ一致しており、
　大意は以下の通りである。即ち、「ヨセフの妻とな
　ったマリアは、イエスを妊っている。2人で果樹園
　を通りかかった時、マリアは、そこに実っている桜
　桃を食べたいと思う。彼女はヨセフに実を取ってく
　れるよう頼むが、ヨセフは、身重のマリアに冷淡で
　あった。そこで、マリアの胎内のイエスの命令に従
　って、木は、マリアが自分で実を取れるよう、自ら
　枝を下げる。やがて時が来て、マリアは救世主イエ
　スを産む。」ちなみに、Aの版に、Where　was　cherries
　and　berries，　so　red　as　any　blood（A　2）；Then　Mary
　plucked　a　cherry．　as　red　as　the　blood（A　9）という
　表現が見られる。
18．KVVIC　Concordance，　op．　cit，，　p．3076に‘‘treat’の用
　例として、2腿F9；233B4，　C11；272A1，‘働セ
　ed”として、114　H　24，“　treats”として、82．15の、
　計6例が見出されるのみである。従って、305編の
　バラッドにおいて“treat”という語はあまり使われ
　ていないように思われる。
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